
  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

「認定審査会ってどんなところ？」研修報告 （2024/09/28） 
 

 
 

 

今回も長時間にわたる研修にご参加いただきありがとうございました。 
内容も結構深い内容にもかかわらす、参加いただいた皆様から色々ご感想を頂きましたので、いくつかご

紹介させていただきます。 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

「審査会の認識は、受験勉強をしていた時に聞いたことがある程度でした。今日、参加して少しは詳細

を理解することができました。丁寧なご説明、ありがとうございました。」 

「認定審査会がどのような流れで審査されているかが話だけでもわかってよかった。認定審査会の前の区

分認定調査は何度か対応したことがありグループホームや入所支援施設利用者の支援区分は本人の

実際の状態から微妙に違っていたりすることもある（入所支援施設の中ではある程度自立されたいわゆ

るできる利用者ですが、それは24時間常にスタッフの見守りがある前提の上に成り立っている場合が多

いのではないでしょうか）のでそのあたりをどのように対応されていくのか機会があれば教えてほしいです。」  

「研修、ありがとうございました。新たな知見もあり、勉強になりました。」  

「認定審査会はどんなことをしているのかわかってよかったです。」 

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

今後もこの研修会は継続していく予定です。 
将来的には支部推薦の必須研修にしていければと思っております。 

 

〈2024 年 9 月 21 日 気づきの事例検討会に参加して〉 

今年度は、事例検討会の前に 7月に座学の講義を稲松先生にして頂いた上で、第１回目の事例検討

会を行いました。まず開催前に先生の方から、気づきの事例検討会に参加されている方々で構成されてい

る LINEのオープンチャットの案内があり、様々な方々と繋がり学びの場を広げられる機会を頂けました。

今回は障害分野の支援者からの事例提供があり、事例を丁寧にまとめて頂いていることやケースに関わ

る姿勢について検討会メンバーからサポーティブなコメントが出されました。また、先生から検

討会メンバーには「自分が担当すると思って質問をする」姿勢を持つことの指摘があり、

各自自分がどのような質問をしていけばいいのか…についても気づきが得られたので

はないかと思われます。事後アンケートからも「これからも継続して学んでいきたい」

「また参加していきたい」という積極的な意見も多く、運営スタッフとして心強い言葉を

頂きました。これからも皆さんと共に「気づき」を深めていけたらと思っております。ご参

加いただきありがとうございました。 

 

 

 

 

★大阪北支部公式 LINE アカウントのお知らせ （※他支部の方の登録も大歓迎です！！） 

情報が早い！情報が手元に届く支部公式 LINE。目標としていた 200 名の登録を突破しました！ 

LINE 「友だち追加」から、ID 検索「＠712abvel」するか QR コードをスキャンしてください。 

 

大阪社会福祉士会 大阪北支部通信  ２０２４年度１１月号 
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※支部活動に関するご質問・ご要望や、事例検討会、一泊研修他、

申し込みについては、以下のメールアドレスにご連絡下さい。 

kitasibu2012@yahoo.co.jp  大阪北支部宛 

mailto:kitasibu2012@yahoo.co.jp

